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④ ･ ⑤ ･ ⑥、漆を煮ている様子。暫く煮ると煮立ってくる。煮ると刺激臭
が発生した。
⑦、キタオに少量ずつ漆を加える。













































































































































































































































カイ、ナムキャン ･ キカイ、ナムキャン ･ ナウとも呼称されることが判明
した。
　また漆の系統については、現在その産地により３系統に分類されるとさ
























漆Ａ ･ Ｂ ･ Ｃはベトナム系の漆であることが新たに判明した。また、漆と
一緒に葉の採取も行ったが、日本の漆の葉と比較すると、葉の形状に相違
が見られる。この点に関しても、今後研究を行う必要性を指摘出来る。調
査を行う以前は、ラオスに自生している漆の多くは、タイ ･ ミャンマー系
の漆ではないかと推測されていたが、本分析の結果、異なることを指摘す
るに至った。これは本プロジェクトを継続して実施して行く上で、新たな
第一歩を踏み出すことが出来たのではないかと指摘できる。この結果を踏
まえ、今後のラオス漆の課題として、過去に使用されていた漆の種類の特
定及び漆の木の植栽についての調査もなさねばならないといえよう。
　現在に至るまでラオス国内における漆の学術的な調査、研究は管見なが
ら行われていないように見受けられる。そのため、東南アジア地域におい
て、ラオスのみが漆の存在が空白となっていると指摘出来る。ラオスでは、
急激な社会変動や経済発展に伴い、木が大量に伐採されており、漆の原木
もその影響を受け、原木の個体数が減少しつつある。漆の原木の減少は、
ルアンパバーン地域におけるラオス漆の調査報告（橘 ･ 秋山）
（ 76 ）
我々の仏像修復プロジェクトに密接に関わってくる問題であり、早急かつ、
更なる漆の調査が求められる。
付記
調査にあたり、ご指導、調査に協力いただいた京都市産業技術研究所橘洋一氏、漆を科
学する会、鈴木義孝氏、Mr. Sommano をはじめとするラオス現地スタッフに心から感謝
の意を表します。 （秋山沙也香）
